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１．平成30年3月期第３四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第３四半期 6,677 7.7 407 △28.2 421 △22.1 299 △13.4

29年3月期第３四半期 6,200 △10.3 567 8.6 540 1.8 345 △18.2

(注) 包括利益 30年3月期第３四半期 352百万円 (△11.8％) 29年3月期第３四半期 399百万円 (△8.8％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年3月期第３四半期 30.42 ―
29年3月期第３四半期 35.11 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年3月期第３四半期 12,860 6,221 48.4

29年3月期 13,025 5,918 45.4

(参考) 自己資本 30年3月期第３四半期 6,221百万円 　29年3月期 5,918百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年 3月期 - 0.00 - 5.00 5.00

　30年 3月期 - 0.00 -

　30年 3月期(予想) 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 4.0 900 △4.8 860 △5.5 530 △6.4 53.86

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社 (社名) 、除外 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 　30年3月期３Ｑ 10,120,000株 29年3月期 10,120,000株

② 期末自己株式数 　30年3月期３Ｑ 280,243株 29年3月期 279,095株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期３Ｑ 9,840,363株 29年3月期３Ｑ 9,843,423株

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ

「１.(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善とともに内需は底堅く、世界経済の回復から

輸出も増加しており、企業の生産活動と設備投資も堅調に推移し、緩やかな回復基調にあります。一方、国内では

人手不足感の高止まり、海外では各国の政策動向や新興国経済の減速懸念、資源価格や素材価格の上昇など先行き

に慎重さを求められる状況が続いております。

このような状況のもと当社グループといたしましては、引き続き国内外の新規市場並びに新規顧客の開拓、新事

業の展開、既存事業の掘り起しなどの積極的な営業活動と、付加価値の高い製品の企画・開発、一層のコスト削減

活動及び生産効率の向上などの努力をいたしました。

その結果として、売上高は66億７千７百万円（前年同期比7.7％増）、営業利益４億７百万円（前年同期比28.2％

減）、経常利益４億２千１百万円（前年同期比22.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億９千９百万円

（前年同期比13.4％減）となりました。

当第３四半期連結累計期間における報告セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

＜消防・防災事業＞

消防用ホースの販売が減少したものの、防災資機材やテロ対策資機材の販売が増加したことにより、売上高28億２

千２百万円（前年同期比28.1％増）、セグメント利益（営業利益）は１千６百万円（前年同期は２千１百万円のセ

グメント損失）となりました。

＜航空・宇宙、工業用品事業＞

航空・宇宙部門では、航空や宇宙に係わる開発プロジェクトへの参画や民需用ゴム製品の販売が堅調に推移してお

ります。工業用品部門では、金型関連は堅調だったものの、タンクシールは交換需要が大幅に減少しており販売減

となりました。

　その結果、航空・宇宙、工業用品事業の売上高は34億９千２百万円（前年同期比3.8％減）、セグメント利益（営

業利益）は５億２千７百万円（前年同期比25.0％減）となりました。

＜不動産賃貸事業＞

売上高は３億６千２百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益（営業利益）は修繕費の増加により７千８百万

円（前年同期比22.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 資産

　当第３四半期連結会計期間における流動資産は87億４千５百万円（前連結会計年度末比１億１千７百万円減）と

なりました。主として、現金及び預金が３億円、たな卸資産が５億１千３百万円それぞれ増加した一方、売上債権

回収により受取手形及び売掛金が９億８千６百万円減少したことによるものです。また、固定資産は41億１千５百

万円（前連結会計年度末比４千８百万円減）となりました。主として、有形固定資産の償却による減少です。

　この結果、資産合計は128億６千万円（前連結会計年度末比１億６千５百万円減）となりました。

② 負債

　当第３四半期連結会計期間における流動負債は46億１千８百万円（前連結会計年度末比２億４千１百万円減）と

なりました。主として、支払手形及び買掛金が２億３百万円、未払法人税等が１億８千９百万円それぞれ減少した

ことによるものです。また、固定負債は社債及び長期借入金が１億５千６百万円減少し、20億２千万円（前連結会

計年度末比２億２千６百万円減）となりました。

　この結果、負債合計は66億３千９百万円（前連結会計年度末比４億６千８百万円減）となりました。

　③ 純資産

　当第３四半期連結会計期間における純資産は62億２千１百万円（前連結会計年度末比３億２百万円増）となりま

した。主として、親会社株主に帰属する四半期純利益２億９千９百万円による増加と剰余金の処分４千９百万円に

よる減少が要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の業績予想につきましては平成29年５月11日に公表いたしました通期の連結業績予想の内容に変更はございま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,192,467 2,493,266

受取手形及び売掛金 4,207,647 3,221,341

商品及び製品 76,636 183,561

半製品 527,276 566,635

仕掛品 1,083,067 1,396,799

原材料及び貯蔵品 617,421 671,047

その他 162,303 215,944

貸倒引当金 △4,563 △3,532

流動資産合計 8,862,257 8,745,063

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,848,499 1,800,356

土地 1,300,491 1,300,491

その他（純額） 456,358 421,255

有形固定資産合計 3,605,349 3,522,103

無形固定資産 14,987 13,757

投資その他の資産

投資有価証券 283,593 331,233

その他 259,858 248,679

貸倒引当金 △238 △238

投資その他の資産合計 543,212 579,673

固定資産合計 4,163,549 4,115,534

資産合計 13,025,807 12,860,598
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,415,708 1,211,792

短期借入金 1,320,000 1,480,000

1年内償還予定の社債 36,000 220,000

1年内返済予定の長期借入金 742,235 771,729

未払法人税等 196,472 6,854

賞与引当金 247,604 122,579

役員賞与引当金 83,000 60,000

その他 819,257 745,511

流動負債合計 4,860,278 4,618,466

固定負債

社債 200,000 ―

長期借入金 961,089 1,005,060

役員退職慰労引当金 250,361 195,387

退職給付に係る負債 536,592 531,625

資産除去債務 11,467 11,665

その他 287,534 277,018

固定負債合計 2,247,044 2,020,756

負債合計 7,107,322 6,639,223

純資産の部

株主資本

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 285,430 285,430

利益剰余金 5,317,604 5,567,769

自己株式 △84,963 △85,477

株主資本合計 6,024,071 6,273,723

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 87,666 119,857

退職給付に係る調整累計額 △193,253 △172,205

その他の包括利益累計額合計 △105,587 △52,348

純資産合計 5,918,484 6,221,374

負債純資産合計 13,025,807 12,860,598
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 6,200,484 6,677,690

売上原価 4,392,989 4,928,753

売上総利益 1,807,494 1,748,937

販売費及び一般管理費 1,239,609 1,341,175

営業利益 567,885 407,761

営業外収益

受取利息 48 33

受取配当金 6,711 7,825

受取地代家賃 8,158 8,463

保険返戻金 - 29,954

貸倒引当金戻入額 949 1,031

その他 3,269 7,747

営業外収益合計 19,137 55,054

営業外費用

支払利息 37,151 33,885

社債利息 1,770 1,315

為替差損 538 419

その他 7,230 6,093

営業外費用合計 46,691 41,713

経常利益 540,331 421,103

特別利益

固定資産売却益 4,160 12

投資有価証券売却益 165 24,164

特別利益合計 4,326 24,176

特別損失

固定資産除却損 1,419 1,767

特別損失合計 1,419 1,767

税金等調整前四半期純利益 543,237 443,512

法人税、住民税及び事業税 158,263 101,213

法人税等調整額 39,417 42,929

法人税等合計 197,681 144,142

四半期純利益 345,555 299,370

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 345,555 299,370
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 345,555 299,370

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,013 32,190

退職給付に係る調整額 18,182 21,047

その他の包括利益合計 54,196 53,238

四半期包括利益 399,752 352,608

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 399,752 352,608

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

消防・防災
事業

航空・宇宙、
工業用品事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,203,085 3,629,262 368,136 6,200,484 ― 6,200,484

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 5,844 5,844 △5,844 ―

計 2,203,085 3,629,262 373,980 6,206,328 △5,844 6,200,484

セグメント利益又は損失(△) △21,335 703,088 101,188 782,942 △215,056 567,885

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△215,056千円には、各報告セグメントに配分されていない全社費用が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

消防・防災
事業

航空・宇宙、
工業用品事業

不動産賃貸
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,822,417 3,492,770 362,502 6,677,690 ― 6,677,690

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 6,066 6,066 △6,066 ―

計 2,822,417 3,492,770 368,568 6,683,756 △6,066 6,677,690

セグメント利益 16,127 527,193 78,150 621,470 △213,709 407,761

(注) １ セグメント利益の調整額△213,709千円には、各報告セグメントに配分されていない全社費用が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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